
昭和27年 9月13日第 3種郵便物認可

v・111，，411'・111，.111"111，，111"11)...

国

主L

No・267

郵便番号 937
発行宮山県魚山市役所

編集発行人商瓶詰一郎

毎月 1回 !日発行

魚
津
総
合
職
業
訓
練
所

焦IW 印刷 !(K

出生

死亡

婚姻

ー

人

人

組

n
O
円
/
』

1
1

人口のうごき

女

羽

目

ヨ
1
4
h
司
u

r-ノ
44
ー

ー

阿
川

門

H
H

に
ト

-・110・.11'目白111..11・・・111..111"1111.‘

三
か
年
計
画
で
川
縁
地
内
に
建
設

乙
ん
ど
国
立
魚
津
総
合
職
業
訓
練
所
が
川
縁
地
内
に
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
総
合
訓
練
所
は
、
二
か
年
で
中
堅
技
能
者
を
養
成
す
る

国
の
機
関
で
す
が
、
産
業
界
に
と
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
技
能
労

働
者
の
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

幸震

中
堅
技
能
者
を
養
成

産
業
界
で
は
、
優
秀
な
技
能
者
の

不
足
を
訴
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
養

成
機
関
で
あ
る
総
合
職
業
訓
練
所
の

誘
致
に
つ
い
て
、
市
で
は
強
く
県
や

国
に
対
し
陳
情
を
続
け
て
き
ま
し

た
口
そ
の
結
果
、
刊
年
度
に
設
置
が

き
ま
り
、
来
年
4
月
か
ら
関
所
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
富
山
県
に
お

い
て
は
、
高
岡
に
つ
い
で
二

番
目
の
総
合
職
業
訓
練
所
で

す
。魚

津
総
合
職
業
訓
練
所

は
、
川
縁
西
川
原
地
内
の
四

万
三
千
平
方

M
の
敷
地
に
、

建
物
一
億
五
千
万
円
、
機
械

類
三
億
円
、
あ
わ
せ
て
四
億

五
千
万
円
を
投
じ
て
訓
練
施

設
が
つ
く
ら
れ
る
大
き
な
規

模
の
も
の
で
す
。
最
終
的
に

は
、
七
和
田
に
つ
い
て
技
能

者
を
養
成
す
る
も
の
で
、
生

徒
数
は
や
く
二
百
七
十
人
と

な
り
ま
す
。
訓
練
期
間
は
二

年
で
す口

!窓7宵津魚一一 (1 )一一 43.10.1 

来
年

4
月
か
ら
関
所

機
械
な
ど
三
科

施
設
の
建
設
は
、
雇
用
促
進
事
業

団
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
ず
、
刊
年
度
三
千
七
百
三
十

万
円
の
工
費
で
、
実
習
室
三
棟
、
倉

庫
兼
事
務
所
、
鍛
造
室
、
変
電
室
.

ポ
ン
プ
門
会
‘
便
所
、
職
員
宿
舎
三
械

な
ど
、
の
べ
面
積
千
五
百
六
十
平
方

討
が
着
工
さ
れ
ま
す
。
ま
た
機
械
類

五
百
万
円
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
県

工
事
と
し
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
り
二
階
建
て
、
の
べ
面
積
四
百

六
十
四
平
方

M
の
四
十
人
用
生
徒
得

惜
舎
が
千
三
百
九
十
八
万
円
で
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
来
年

3
月
末
に

出
成
、

4
月
か
ら
電
子
機
器
斜
、
機

械
料
、
州掛
か
ん
斜
の
訓
練
生
七
十
五

人
が
入
所
し
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き
判

i
何
年
度
は
次
の

よ
う
な
計
画
で
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

〈
判
年
度
〉

実
習
棟
三
、
管
即
棟
一

、
教
室
縦

一
、
寄
桁
合
一
械
を
七
千
五
百
万
円

で
建
設
、
ほ
か
に
一
位

i
一
応
五
千

万
円
の
機
械
類
を
設
備
、
訓
縦
科

u

は
二
糾
目
ふ
や
し
五
斜
目
と
な
り
、

訓
練
生
も
一

、
(
二
年
生
あ
わ
せ
て
百

'
t
、-
k

、。

T
/
」
l
Aノ

〈
桁
年
度
〉

大
教
室
一

.
実
習
棟
二
を
四
千
万

円
で
つ
く
る
ほ
か
、
一
似
五
千
万
円

の
機
械
類
を
設
備
、
訓
練
桝
目
を
さ

ら
に
二
斜
目
ふ
や
し
、
あ
わ
せ
て
七

斜
目
に
し
、
生
徒
数
も
二
百
七
十
人

と
な
り
ま
す
。

訓

練

生

募

集

魚
津
総
合
職
業
訓
練
所
は
、
来
年

4
月
か
ら
関
所
さ
れ
ま
す
が
、
訓
練

生
を
次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

マ
斜
目
と
定
員
H
電
子
機
器
料
、
機

械
糾
、
製
か
ん
引
料
、
各
二
十
五
名

マ
資
格
H
学
歴
、
年
令
を
間
い
ま
せ

ん
が
、
義
務
教
育
終
了
者
。
た
だ

し
電
子
機
器
料
は
高
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
要
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み

H
1
月
1
日

l
初
日
ま

で
魚
津
職
業
安
定
所
、
市
役
所
商

工
水
産
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ

、、nv
、υv-

マ
試
験
日
H
ロ
月
刊
は
日
(
日
)
西
部
中

学
校
で

(
上
は
職
業
訓
紋
所
完
成
予
想
凶
)

今
月
の
納
税
あ
ん
な
い

市

県

民

税

第

三

期

納
期
限
は
叩
月
引
日
で
す

二
人
以
上
保
育
の
と
き

保
育
料
安
く
な
る

市
で
は
、
保
育
園
の
保
育
料
の
負

一

川
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
、

一

日
月
か
ら
減
額
伯
位
を
と
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

一

対
象
と
な
る
の
は
、
一

件
帯
に
二

人
以
上
が
保
育
を
受
け
て
い
る
場
合

で
、
円
以
年
少
者
を
除
く
子
ど
も
の
保

育
料
が
二
割
減
額
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
三
人
が
保
育
を
受
け
て
い
る
と

き
、
上
の
二
人
の
保
育
料
は
そ
れ
ぞ

れ
二
割
安
く
な
り
ま
す
。

市
で
は
こ
と
し
の

4
月
、
九
州
出
市
な
お
、
下
谷
制
さ
ん
蚕
一
刷
会
の
附

史
上
巻
を
発
刊
し
ま
し
た
が
、
ひ
き
成
は
次
の
と
お
り
。

つ
づ
き
下
巻
の
編
さ
ん
に
と
り
か
か

マ
一剛
山
川
佐
々
木
川
凶
作
(
宮
大
教
皮
)

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
G

マ
委
員
H
日
野
公
雌
(市
長
)
板
井

上
在
の
部
政
末
則
ま
で
を
受
け
継
久
次
郎
(
文
化
財
調
貨
安

μ)
大
谷

い
で
、
下
巻
で
は
、
明
治
紘
一
新
か
ら
川
端
(
教
育
委
日
)

雌
原
平
成
(
教

別
代
に
至
る

L
I
-
-
l
w
f
i

古
長
)
辻
江
(

ゃ
く
行
年
問

看

C
2
-
r
E
J
』

ぷ

宅

中

火
公
川
町
似
し
以

-

を
披
い
、

山

一

侃

さ

ん

に

と

り

か

か

る

)
北
条
正
問
(

瓜
ま
で
川
年

，

凶
行
日
館
長
)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広
川
元
一.一郎
(迫
下
小
校
長
)
今
井

下
谷
に
も
り
こ
ま
れ
る
内
作
の
多
治
則
(
加
杭
小
校
長
)
松
倉
普
造
(
一

く
は
、
市
比
に
と
っ
て
ど
く
身
近
か
村
木
小
校
長
)
能
設
幸
太
郎
(
桜
井

な
も
の
で
す
の
で
、
経
験
を
も
っ
て
中
教
諭
)
長
谷
川
修
(
西
中
教
諭
〉

一

お
い
で
に
な
る
方
も
多
い
と
忠
わ
れ
谷
口
久
隆
(
西
中
教
諭
)
佐
々
木
治

一

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
久
(
問
中
教
諭
)
山
本
秀
雄
(
束
中

一

い
い
た
し
ま

す

。

教

諭

)

天

野

明

義

(

片

貝

小

教

諭

)

一

こ
と
し
に
な
っ
て
か

一

ら
創
出
併
祭
署
管
内
で

一

お
き
た
交
通
事
故
は
、

一

8
月
末
で
、
百
三
十

二

件
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

一

て
死
者
七
人
、
傷
者
百

一

二
十
人
も
出
し
、
と
く

に
死
者
に
お
い
て
は
、

最
恵
の
状
態
と
な
り
ま

し
た
。

叩
月
日
日
か
ら
秋
の

交
通
安
全
迎
動
が
全
国

い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
互
い
に

交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
か
み
し
め
て

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
歩
行
者
の
正
し
い
通
行
と
横
断
の

防
行。

マ
子
ど
も
の
路
上
と
び
出
し
、
路
上

遊
び
を
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
D

マ
飲
酒
運
転
の
絶
対
追
放
。

マ
安
全
運
転
、
迫
突
事
政
防
止
の
た

め
、
正
し
い
巡
転
の
励
行
。

1 1 日 ~20 日

秋の交通安全運動

に

市

民
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H

幻
日

乙
と
し
も
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も

と
、
公
民
館
な
ど
主
催
で
に
ぎ
や
か

に
区
民
運
動
会
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
乙
れ
か
ら
行
な
わ
れ
る
運
動
会

は
次
の
と
お
り
d

マ
地
区
運
動
会

-m月
日
日
(
日
)

本
江
、
道
下
、
約
出
地
区

-m月
初
日
(
日
〉

下
中
島
、
上
野
方
、
片
貝
、
加
組
、

凶
布
施
地
区

マ
市
民
運
動
会

各
公
民
館
対
抗
の
魚
津
市
民
運
動

会
は
旧
月
訂
日
(
日
)
午
前

9
時
加

分
か
ら
市
営
吉
岡
グ
ラ
ン
ド
で
行
な

わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

ま
ち
し
て
い
ま
す
。
一
山
天
の
と
き
は

中
止
に
な
り
ま
す
。

マ
小
学
校
の
運
動
会

補
正
予
算
な
ど
審
議

9
月

定

例

市

議

9
月
定
例
市
議
会
は
、
凶
日
招
集

さ
れ、

会
期
を
五
日
間
と
定
め
、
ま

ず
市
長
か
ら
一
般
会
計
補
正
予
訴
、

保
育
所
条
例
の
改
正
な
ど
七
議
案
に

つ
い
て
促
案
理
山
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
口
科
議
案
は
常
任
委
員
会
で
審

議
さ
れ
、
mm
日
ひ
ら
か
れ
た
市
議
会

に
お
い
て
、
追
加
さ
れ
た
こ
議
案
を

作
め
八
議
集
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
位
年
度
水
道
事
業
会
計
決
幻
に

つ
い
て
は
、
審
査
を
決
鈴
特
別
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

V
一
般
会
計
補
正
予
釘

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
七
百
二

十
三
万
円
追
加
さ
れ
‘
予
算
総
額
は

十
四
億
六
千
六
十
五
万
円
と
な
り
ま

A、
ヱミ

し
た
。歳

入
の
お
も
な
も
の
は
、
市
税
一

千
六
百
八
十
五
万
円
、
地
万
交
付
税

二
千
二
十
六
万
円
、
国
県
支
出
金
一

千
七
百
二
十
二
万
円
、
寄
付
金
一
千

五
十
二
万
円
、
市
似
二
千
四
百
五
十

万
円
な
ど
で
す
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
次
の
と
お
り

〈
総
務
費
〉
開
発
公
社
出
資
金
百
万
円

魚
津
地
区
の

一
部
、
道
下
、
下
野
万

地
区
の
住
居
表
示
実
施
の
た
め
の
経

一

費
九
十
万
円
な
ど
。

一

八
段
林
水
産
業
費
〉
大
沢
老
朽
た
め
池

一

補
強
事
業
費
四
百
二
十
万
円
な
ど
。

一

〈
土
木
費
〉
市
道
二
十
八
路
線
の
舗
装

一

に
五
百
八
十
四
万
円
、
松
倉
六
号
線

一

別
又
|
僧
ケ
岳
線
林
道

建
設
促
進
同
脱
会
で
き
る

どを在
i出対 で
力象漁
!願に業
い実経
ま施恒;
すさ者
。れ

ま従
す事
の者 1
で な日 11
、ど r5~ 月

第
四
次
漁
業
セ
ン
サ
ス

撞福重富踏襲艶

百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ

破
傷
風

予
防
接
種

小

児

ま

ひ

生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

該
当
者
は
、
昭
和
位
年

7
月

1
円

か
ら
何
年

6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
、
お
よ
び
位
年
2
月

1
日
か
ら

位
年

6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
ま

だ
二
回
服
用
し
て
い
な
い
人
で
す
。

料
金
は
五
十
円
心

補
助
水
源
つ
く
る

道

坂

地
内
に

水
道
局
で
は
、
本
年
度
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
道
坂
地
内
の
片
貝
川
左

山
に
、
内
任
五
百
ミ
リ
M
州
、
深
さ
八
十

M
の
深
井
戸
を
刷
っ
て
い
ま
す
が
、

叩
月
下
旬
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
国
鉄
高
梨
橋
の
消
雪
川

の
補
助
水
源
と
し
て
使
う
ほ
か
、

一

川
的
に
多
量
の
給
水
を
必
要
と
す
る

溺
合
に
も
利
川
す
る
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

間
四
水
規
枚
は
山
力
三
十
七
詑
の

.U

動
式
で
、
一

日
あ
た
り
六
千
立
万

M

の
水
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
乙

れ
は
二
万
人
に
給
水
で
き
る
量
で

す
。
取
水
設
備
の
総
工
費
は
七
百
六

十
万
円
。

マ
大
町
、
利
水
、
い
ハ
リ
ハ
、
他
企
校
-卜

H
m月
白
川
(
火
)

マ
天
神
、
阿
印
刷
、
ト
一
中
山
、
道
卜

吋
村
山
校
下

H
m丹
市
け
(
水
)

マ
加
初
、
住
古
、
上
野
刈
、
本
江
校

下
リ
叩
月
げ

υ
(本
)

マ
朽
の
一二
円
問
の
う
ち
都
合
で
受
け

ら
れ
な
い
人

H
m凡
引
け
(
汀
)

場
所
は
い
す
れ
も
市
川
出
会
館
で
、

ザ
だ
す

J

7寺
山
立
下
表
1
1
7守

2

d
l

、，dqt
p
b
v
H
H
r
-
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1

J

4
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M

M

U
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{主

検

診

民

〈
魚
津
〉

-m月
3
H
H魚
律
保
健
所
(
午
前

9

附
加
分
J

口
時
、
後

1
1
3
-
m
)

-m月
4
日
H
市
町
青
年
会
館

(
前

9

-
m
U】
t
つ
ム、
仏
H
h
1
1
3
t
q
u
-
m山
J

F

4

L

4

1

1

λ

i

t

‘

r

園、、

-m月
同
日
H
荒
町
芝
山
医
院
前
(
前

9
・
旧

i
2
、
愛
1
i
3
-
m
J

!

i

1

{

:

、

健

康

本目

吾火
包k

川
月
の
健
康
相
談
日
は
、

2
日、

9
日
、
何
回
、
お
目
、
旬
日
で
す。

午
前
川
時
か
ら
午
後

3
時
ま
で
市
役

所
保
健
室
で
ひ
ら
い
て
い
ま
ず
か
ら

催
朕
州
談
に
ぜ
ひ
と
利
川
く
だ
さ

、‘。
'hv 

家
庭
生
活
の

m一
歩
を
ふ
み

だ
さ
れ
た
新
焔

の
人
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
叩
月

は
日
日

(
日
)
午
後
1
附
か
ら
4
時

ま
で
い
山
役
所
第
三
会
議
室
で
ひ
ら
き

ま
す
。
市
川
山
役
か
ら
「
新
し
い
家
低

の
基
舵
と
品
川
附
の
心
開
」
、
保
健
婦

か
ら

「
灯
娠
に
お
け
る
位
以
上
の
心

仰
と
さ
け
た
い
人
工
妊
娠
中
絶
」

に

つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
ま
す
。

新

婚

学

級

川
月
は

4
日

(

金
)
午
後

1
時
か

ら
4
附
ま
で
魚
津
保
健
所
で
行
な
い

ま
す
。

「
妊
艇
と
生
理
、
妊
娠
中
の

呉
市
」

「
妊
娠
中
の
保
健
と
諸
制
度
、

妊
婦
体
以
」
「
妊
産
婦
の
栄
養
」
に

つ
い
て
、
医
削
、
保
健
婦
、
栄
養
士

か
ら
お
話
し
が
あ
り
ま
す
。

母

親

学

級
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山
架
橋
建
設
第
三
期
工
辿
は
、
昨

年
叩
月
か
ら
国
鉄
下
り
・
紛
が
詣
工
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、

9
月
巾
句
に
は

で
き
あ
が
り
、
幻
自
か
ら
す
で
に
列

市
が
走
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
魚
体
駅
の
構
内
改
良
工
事

や
貨
物
ヤ
1
ド
の
新
設
工
部
も
順
調

に
す
す
み
、

8
月
巾
旬
か
ら
使
用
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
魚
津
駅
|
片
貝
信

号
所
間
の
復
線
他
工
事
も
完
成
し
て

お
り
ま
す
。

}怠子宮津

総
工
事

十費
億は

千
万
円

議第 3種郵便物語、可

市
街
地
を
横
切
っ
て
い
る
国
鉄
似

地
鉄
線
を
山
架
に
す
る
こ
と
は
、
市

以
の
大
き
な
願
い
で
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
関
係
機
関
や
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
で
、
い
よ
い
よ
そ
の
尖
別
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
d

建
設
的
は
、
当
初
計
一
間
よ
り
少
な

く
な
り
十
位
二
千
丙
万
円
で
、
国
鉄

二
線
の
工
費
は
七
位
二
千
万
円
、
地

鉄
似
が
三
必
百
万
円
と
な
り
ま
し
た

こ
の
白
川
の
う
ち
、
国
鉄
四
似
八

千
七
百
万
円
、
以
二
似
九
千
九
百
万

円
、
市

一
応
九
千
七
両
万
円
、
地
鉄

三
千
八
百
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
ぬ
利
し

て
お
り
ま
す
。

市
の
発
展
に

大

き

な

役

割

ど
ん
仔
じ
の
よ
う
に
山
烈
絡
の
建
ぷ

は
、
以
前
か
ら
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
白
年
6
対
、
山
架

橋
建
設
期
成
岡
山
会
が

1
1
さ
れ
、

関
係
機
関
へ
強
力
な
辺
助
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
県
、
山
梨
橋
の

建
設
が
き
ま
り
、
何
年

5
A
m日
に

起
工
式
が
行
な
わ
れ、

第
一
期
工
司

101.怠余万円の工技と、3年の歳月をかけて

つくられた待望の山梨摘は、このほど国鉄下

り線ができあがり、 3線全部の開通をみるこ

とができました。市では、乙の完成を祝って

10月 9目、市民会館で祝賀式を行なうほか、

記念行事も実施することにしています。

が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

乙
の
建
設
工
事
は
列
車
を
走
ら
せ

な
が
ら
す
す
め
る
た
め
、
ま
ず
最
初

の
年
は
、
線
増
分
の
上
り
線
を
国
鉄

総
の
山
側
に
つ
く
り
、
引
年
7
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
地

鉄
線
を
市
架
に
す
る
工
事
に
と
り
か

か
り
、
電
車
を
国
鉄
線
に
走
ら
せ
な

が
ら
実
施
し
、
川
町
年
8
月
末
に
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

第
三
則
工
事
は
、
阿
献
に
は
さ
ま

れ
た
国
鉄
下
り
献
に
前
工
し
、
9
川

に
完
成
を
み
た
わ
け
で
す
。

乙
の
山
梨
絡
は
、
地
点
小
都
市
に

は
め
ず
ら
し
く
、
り
っ
ぱ
な
も
の

で
、
乙
の
先
瓜
に
よ
り
、
交
通
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
引
故
も
な
く
な

り
、
産
業
経
済
、
文
他
あ
ら
ゆ
る
一
山

の
発
反
に
大
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

山ハプ川口パ
H
上
は
令
…
糾
問
泊
し
た
い
け
川
梨
焔

下
は
辿
設
前
の
州
凹
踏
切
付
近

〈
高
架
橋
完
成
記
念
式
〉

日
附

H
m月
9
日

(
水
)
午
前
日
附

場
所
H
市
民
会
郎
ホ
l

N

国
や
川
、
国
鉄
な
ど
関
係
機
関
の

代
表
者
や
地
元
関
係
朽
ゃ
く
五
円
人

が
集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

〈
上
方
寄
席
〉

N
H
K
ラ
ジ
オ
公
開
放
送

H
l一万

寄
附
H

が
、
8
日
午
後
7
川
か
ら
市

民
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
口
乙
の
入

川
崎
撚
胆
券
は
、市
役
所
開
工
水
産
湖
、

商
工
会
議
所
、
N
H
K
通
信
川
で
先

治
則
に
お
波
し
し
て
い
ま
す
。

〈
し
ん
き
ろ
う
踊
り
の
街
流
し
〉

各
町
内
か
ら
の
協
力
で
、
し
ん
き

!高 1

1 架 l

i橋 !

:メ

モ ;

工
山
延
長
は
千
九
百
五
十
七

M
、

こ
の
う
ち
尚
梨
橋
部
分
は
千
二
凶
三

十
三

M
、
盛
土
部
分
六
百
三
十
六
M
M

道
路
交
差
部
分
八
十
八

M
o
上
部
で

の
幅
員
は
国
鉄
線
九

・
七
が
、
地
欽

一似四

・
九

M
o
道
路
か
ら
柿
け
た
ま

で
の
山
さ
は
や
く
凹

・
五

M
o

ま
た
、
橋
脚
の
問
陥
は
七

l
七

|

七
|
五
M
が
什
砧
準
と
な
っ
て
お
り
、

縮
刷
数
は
一
線
に
百
九
十
八
本
。
乙

の
刈
架
橋
に
交
差
す
る
道
路
は
八
本

あ
り
、

'M架
柿
下
の
似
員
は
次
の
と

一

お
り
。

一

マ
市
道
魚
住
臨
浴
線
師
一
回
十
八
M
一

マ
県
道
魚
白
川
潟
市
線
(
新
金
属
通
り
)
一

脳
八

・
五
M

マ
川
町
迫
魚
津
本
江
総

一

(
州
町
通
り
)
悩
十
五

M

マ
市
道
本

一

江
総
(
文
化
町
)
幅
四

・
一h
M
マ
川町

一

泊
烏
山
町
ぶ
泊
料
(
也
鉄
魚
作
駅
秘

一

通
り
)
幅
十
五

M

マ
市
道
魚
印
大

一

光
寺
総
(
魚
津
山
氏
以
)
幅
十
二

M

一

マ
以
辺
古
胞
熊
川
み
町
線
(
八
幡
社

隙
)
幅
三
-

J

ハ
M

マ
川
州
市
出
…
刷
江
印
…

一

山
総
(
住
土
日
〉
附
七

・
五
M

ろ
う
削
り
の
的
凶
し
が

9
日
に
予
比

さ
れ
て
い
ま
す
ゅ

〈
し
ろ
う
と
の
ど
自
慢
大
会
〉

岡
山
街
辿
山
が
主
似
で

9
8
斤
後

7
川
か
ら
市
民
会
加
で
ひ
ら
か
れ
ま

す
u

山
川
捌
郡
山
担
者
は
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
山
け
を

7
日
ま
で
向
工
会
議

所
へ
と
辿
桁
く
だ
さ
い
。

〈
た
て
も
ん
〉

訓
必
社
の
い
た
仙
に
川
さ
れ
る
名
物

の
「
た
て
も
ん
」
が
、

8
日
J

9
日

市
凶
会
館
前
に
飾
ら
れ
ま
す
。

〈
み
こ
し
の
街
ね
り
〉

八
附
社
の
み
こ
し
の
街
ね
り
が

9

日
に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

〈
映
画
会
〉

6
日
午
前
川
川
と
午
後

2
川
の

一

川
市
民
会
館
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

市美術展ひらく

第
八
回
魚
津
市
美
術
民

は
、日
月
1
i
3日
ま
で
、

市
民
会
館
、
図
書
館
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
乙
の
山
品

作
品
を
次
の
よ
う
に
器
保

し
て
お
り
ま
す
。

マ
会
場
日

一
般
の
部
は
市

民
会
館
、
教
育
の
部
は

図
書
館

マ
区
分
U
一
般
の
部
は
、

日
本
画
、
陀
阻
(
仙
絵
、

水
彩
凶
、
版
画
)
、
彫

刻
、
苦
、
写
真
、
華
道

の
六
部
。

教
育
の
部
(
小
中
山
校

生
)
は
、
図
画
、
引
辺
、
工
作
、

び

一

見
の
四
部
。

一

マ
山
口
山
点
数
H
一
人
二
以
以
内

一

マ
創
絡
H
日
本
画
、
作
画
は
額
を
合

一
一

め
て
幅
二

M
以
内
。
彫
刻
、
工
芸

一

は
制
限
な
し
。
訟
は
額
、
わ
く
張

一

り
で
幅
一

M
以
内
。
写
真
は
組
り

誌
を
除
き
四
つ
切
以
上
、
カ
ラ
ー

は
プ
リ
ン
ト
と
し
六
つ
切
以
上
u

一

マ
巾
し
込
み
H
H
川
u
m
申
し
込
み
は
叩

月
初
日
(
ム
ム
)
ま
で
市
教
育
委
員

人
公
へ

マ
搬
入
H
作
品
に
は
、
所
定
の
山
口
川

叩
誌
を
は
り
、
山
川
引
日
正
午
ま
で

凶
H
H
H
m

へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
一一新
川
女
子
高
等
学
校
]
l

l

新
校
舎

新
川
女
子
山
校
の
建
設
工
事
は
急

ピ
ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
c

川
校
は
、
間
利
川
町
年
2
H
に
発
足

し
、
校
本
一川
の
建
設
場
所
が
川
年

8
川

引
日
魚
津
、
川
中
山
部
市
の
境
界
、
木
下

新
と
川
家
新
に
き
ま
り
、
こ
と
し
3

H
か
ら
建
設
工
事
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
口
三
万
三
千
平
万
M
の
敷
地
に
、

総
工
四
一
応
八
千
万
円
を
か
け
、
近

代
的
な
学
校
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
第
一
則
L
引
は
、
鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
附
迎
て
、
の
べ
而
前
千

六
百
六
十
六
平
方
M
の
校
合
一
械
が

パ
千
六
百
九
十
七
万
円
の
工
出
で
、

3
川
か
ら
辿
ぷ
中
で
、

9
川
宋
に
光

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
附
に
は
服
口
周
知
、
市

4

務
京
、
校

長
室
、
会
議
室
、
保
地
主
、
二
附
l

三
附
は
、
行
通
教
信
九
定
と
や
い
い
λ

術
教

川
魚
が
あ
り
ま
す

U

こ
の
ほ
か
、
ゃ
く

一
万
七
千
平
方
M
の
グ
ラ
ン
ド
の
犯

地
工
小
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

6
日
J
8
日

特
産
品
展
示
会

加
山
ハ
川
魚
間
仰
い
此
品
川
出
一部
会
は
、

一

一
川
梨
柿
先
成
を
記
念
し
て
、
山
刀

6
一

日
か
ら
、
市
民
会
館
と
間
計
館
で
ひ

一

ら
か
れ
ま
す
。
川
Y
Mも
ノ
れ
な
わ
れ
ま

-

す
の
で
ど
利
川
く
だ
さ
い
U

一

マ
則
間
H
u
m
月
6
日
(
日
)
か
ら

8
日

一

(
火
)
ま
で
の
三
日
間
、
初
日
午
前

一

川
川
か
ら
午
後
6
附
ま
で

マ
以
示
品

・
建
川(
、
機
端
、
仏
刷
、
約
木
、
山
手

一

水
産
加
工
品
、
必
子
、ハ
ホ
ハ
.
(
、
メ
ラ

-

ミ
ン
、
か
ま
ぼ
こ
H
出
民
会
飢

一

・
特
価
口
m
と
家
日
の
一
部
H
凶
書
館

一

期
工
事
近
く
終
わ
る

二
矧
工
事
に
も
着
工

ま
た
、
一

一則

.14は
す
で
に
活
工

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
川
飢
の
後
側
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
附
組
て
、
の

ベ
而
制
下
五
百
四
十
wr
万
M
の
校
合

一
械
を
六
下
九
円
三
十
万
円
で
米
年

3
M月
末
ま
で
に
佐
川
は
さ
れ
ま
す
。

乙
の
校
外
の

一
附
に
は
、
制
即
山
レ
パ

習
室
、
似
古
山
火
山
中
刊
本
一、
機
械
室
、
一一

断
は
被
服
宗
一

一、
三
附
は
閃
H
H
U

虫
、

音
楽
教
室
な
ど
が
ぷ
け
ら
れ
る
ほ

か11
ら):]

移
転
就
職
者
用

一

宿
舎
什
月
完
成

一

l
i
l
-
-
入
居
者
を
募
る

l

L

M
川
促
進
事
業
団
で
は
、
大
出
守

野
地
内
(
同
道
八
u
V
線
か
ら
八
百
M

)に
、移
転
就
職
者
川
相
合
を
や
く
一

応
円
で
建
設
中
で
す
が
、
日
月
中
旬

に
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
入
居
者
を

9
月
別
日
か
ら
説
集

し
て
い
ま
ず
か
ら
、
希
望
者
は
、

「

山
川
合
借
受
申
訪
れ
一
日
」
を
早
め
に
大
町

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
へ
川
拠
出
し
て

く
だ
さ
い
。

乙
の
約
告
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
凶
階
建
て
の
建
物
一
一
似
あ
り
、

一

か
、
前
節
と
迎
絡
す
る
附
下
も
つ
く

ら
れ
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き
め
年
度
は
、
第
三
則

工
ぃ
引
か
す
す
め
ら
れ
ま
す
が
、
七
行

九
十
平
方
M
の
体
育
館
と
校
舎
の
一

郎
、
渡
り
脚
下
な
ど
、
の
ベ
面
積
千

八
百
二
十
平
万
M
を
五
下
四
円
万
円

で
計
工
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一

ω月
中
旬
か
ら

新

校

舎

で

授

業

一
新
校
合
の
特
徴
と
し
て
は
、
建
物

-

の
一
部
に
女
性
ら
し
い
山
線
を
出
し

-

た
り
、
ム
附
側
に
ベ
ヲ
ン
タ
を
山
し
教

円
余
か
ら
山
人
り
で
き
る
よ
う
に
し
た

一

り
、
ま
た
、
前
航
と
後
館
宇
佐
つ
な
ぐ

一

山
下
を

4

仏
く
し
、
生
徒
作
品
が
帆
刈

一

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
限

一

一川
は
、
校
A
一
日
全
体
を
限
め
る
こ
と
が

で
き
る
出
凶
限

ωが
と
り
入
れ
ら

れ
、
山
山
刈
が
川
一
れ
ず
快
適
に
勉
強
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
り
っ
ぱ
な

も
の
で
す

J

一
新
川

kfuHM
の
小
川
悦
は
、
別
任
家

政
制
一
、
t
一
一
年
生
一
平
日
九
十
円
人
(

ム
ハ
学
級
)
が
刈
作
山
川
校
の
校
内
を
れ

り
て
同
訳
業
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

一

し
、
川
月
中
旬
か
ら
、
一
新
校
内
へ
移

っ
て
授
業
で
き
る
予
比
で
、
そ
の
完

成
が
ま
た
れ
て
い
ま
す
。

りレハパ
H
H
辿
設
山
中
の
新
川

μ
J刈
校
外

図
書
館
の
休
み
日
曜
日
に

阿
川
町
の
休
館

H
は
、
什
川
か
ら

日
M
m
H
に
変
わ
り
ま
す
。

市
立
阿
世
館
で
は
、
五
年
間
に
わ

た
っ
て
、
似
重
に
み
な
さ
ん
の
利
川

状
似
を
訓
在
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
結
果
、
口
脳

H
の
利
川
者
数
は
し

だ
い
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
と
し
な
ど
は
、

川
府
円
に
熔
ち
、
木
、
士
服
日
な
ど

の
脱
別
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
あ
り

一

さ
ま
で
す
。
乙
れ
は
、
「
移
動
凶
刊

一

郎
」
や
「
代
川
文
庫
」
の
活
発
な
ご

一

利
川
に
よ
る
も
の
と
以
わ
れ
ま
す
。

一

そ
こ
で
休
館
口
は
、
こ
れ
ま
で
水

-

雌
日
で
し
た
が
、
け
け
か
ら

H
似
日

一

に
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

脱
が
凶
十
一
リ
で
、
八
十
川
一
的
が
入
居

で
き
ま
す
。
一
戸
あ
た
り
の
面
積
は

三
十
凶

・
六
平
万
M
、
六
位
、
四
・

五
位
、
台
所
、
水
洗
便
所
、
浴
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

家
賃
は
、
月
制
凶
千
円
、
ハ
窓
口
の

ほ
か
に
家
口
二
か
月
分
む
皮
の
政
金

が
必
.
安
で
す
。

入
居
で
き
る
附
則
は
、
口
付
加
日

か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
悩
舎
は
、
就
職
す
る
地
域
に

適
当
な
住
居
が
な
く
て
附
っ
て
い
る

人
が
借
り
ら
れ
る
な
ど
、
入
居
で
き

る
人
の
安
件
が
き
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
公
共

職
業
安
定
所
(
氾
訊
①
0
3
6
5
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
金
屋
交
差
点
に

信

号

機

こ
の
ほ
ど
新
金
屋
町
交
差
点
に
ム
ハ

イ
万
円
で
い
号
機
が
と
り
つ
け
ら
れ

ま
し
た
凶
乙
の
交
定
点
は
、
川
同
道

と
円
以
協
|
消
防
民
間
通
り
が
交
差

し
、
都
市
計
四
が
す
す
む
に
し
た
が

い
交
通
量
が
ふ
え
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
同
辺
八
号
線
の
大
先
守
交

足
以
に
も
五
十
一
出
万
円
で
、
近
く
信

り
機
が
と
り
つ
け
ら
れ
ま
す
。
市
内

の
い
い
り
機
は
こ
れ
で
八
つ
と
な
り
ま

す
(
り

μ
H新
金
屋
交
差
以
じ
サ
機
)

内 ー ャ マ
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T 

移
動
市
民
相
吾火
員火

室
、ひ

くり

行

政

相

談

会

も

市
民
相
談
ハ
や
は
、
山
凶
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
隙
的
や
山
川
、
ご
む
凡
な

ど
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
ど

W
V
動
市
民
相
談
ん
や
を
ひ
ら
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
人I
川
は
次
の
州
地
以

に
開
設
さ
れ
、
ぃ
山
以
相
談
討
の
係
口

が
、
い
ろ
い
ろ
の
ご
州
議
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
u

お
わ
刈
料
に

ど
利
川
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
川
け
か
ら
行
政
州
ぷ
週
間

が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
行
政
相
談
会

も
/
り
な
わ
れ
ま
す
。
行
政
機
関
の
と

っ
た
納
仰
の
ゆ
か
な
い
川
出
に
つ
い

て
、
安
日
が
み
な
さ
ん
の
州
議
利
子

と
な
っ
て
解
決
に
あ
た
ら
れ
ま
す
。

開
設
刊
と
場
所
は
次
の
と
お
り

山
川
目

n(水
)
H上
野
山
地
絡
所

行
日
(トホ

)
H片
貝

辿

給

所

旧
日
(
金

)
H山
布
施
辿
給
所

川
口
(
士
)
U
H
松

合

連

絡

所

(附
間
は
午
前
川
附

i
午
後
4
附
)

寄

イ寸

五
万
円
金
沢
市
石
引
佐
竹
治
隆

二

万

円

村

木

越

前

千

代

一
万
五
千
円
稲
場
町
谷
沢
吉
次
郎

一

万

円

住

吉

寺

凶

実

一
万

円

上

村

木

中

村

皮

一

五

千

円

大

町

平

沢

良

市

三

千

円

升

回

作

μ
武
志

香
典
返
し
を
社
栴
援
護
金
へ
と
寄
付

二

百

円

下

村

木

町

徳

本

明

美

衣

類

六

十

二

点

守

町

岩

元

博

歩

フ

A
A
E
 

、ー

山
月
の
歩
乙
う
会
は

6
日
(
日
)

氾
鉄
山
作
駅
前
午
前
9
附
売
の
小
川

守
行
き
の
パ
ス
に
来
市
、
小
川
寺
-

H
巴
l
御

M
l桜
峠
!
以
沢
と
や
く

八
キ
ロ
歩
き
、
川
り
は
バ
ス
で
帰
り

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
午
前
8
時

日
分
ま
で
山
中
食
と
バ
ス
料
金
百
三
十

円
お
持
ち
の
う
え
、
電
鉄
魚
津
駅
前

へ
お
集
ま
り
願
い
ま
す
。

自
動
車
運
転
免
許
証

市
交
通

安
全
協
会

の
有
効
期
限
に
つ
い
て

で
ま
、
ョ

動
市
の
巡
転
免
許
証
の
有
効
期
限
に

つ
い
て
一
か
月
前
に
案
内
し
て
お
り

ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
の
お
仙
で
案
内

も
れ
も
あ
る
と
出
わ
れ
ま
す
。
免
許

証
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
人
は
、
ど
面

倒
で
も
、
免
許
証
の
の
効
則
限
を
確

必
の
う
え
、
則
限
内
に
千
続
き
さ
れ

る
よ
う
お
闘
い
し
ま
す
。

〈
日
曜
祭
日
の
当
番
医
〉

V
6
H
H
(川
)
金
区
町
桝
附
医
院
①

0
3
9
9
(市
民
)
本
江
松
川
医
院
①
0

7
4
5
V
旧
日

H
(川
)
灼
川
町
一日

本
医
院
①
0
1
2
2
(佼
)
粁
凶
川
町

引
野
医
院
①

1
1
1
2
V
は
H
H

(
川
)
下
村
木
町
沢
川
医
院
ω
1
7
4

8
(佼

)μ
辺
凶
谷
医
院
①

1
0
8
2

v
m川
H
(川
)
k
v
U
附
出
医
院
①
0

4
9
0
(佼
)荒
川
之
山
医
院
①
0
2

1

8

V

U
川

H
(川
)
刊
屋
小
路
雌

川
医
院
①

0
9
2
0
(佼
)
十
人
町
船
附

医
院
①
3
9
1
2

的
防
本
部
で

は
、
こ
の
ほ
ど

川
防
山
動
中
山
け
を
一

一4

白
二
十
万
円

で
附
人
し
、
消
防
本
部
に
配
置
、
同

本
部
の
消
防
市

一ム
け
を
分
川
に
配
位

伴
え
し
ま
し
た
。

新
し
い
消
防
市
は
、
何
年
式
ジ
ー

プ
川
で
、
長
さ
五

・
三
M
州
、
幅

一
・

七
M
、
三
段
ダ
l
ピ
ン
ポ
ン
プ
、
百

一一
ト
l
U
印
刷
力
、
何
分
脱
水
虫
は
二
千

三
百
八
十
円
仰
の
も
の
で
す
。
乙
れ
で

山
内
の
的
防
部
は
十
八
れ
と
な
り
ま

し
た
。

消
防
力
を
強
化


